
 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 

大潟村教育委員会 

点検・評価報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大潟村教育委員会 

令和３年１１月 



 

 

 平成１９年６月に、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部が

改正され、毎年、教育行政事務の管理及び執行状況について点検・評価を行い、

その結果に関する報告書を議会に提出するとともに、公表することが定められ

ました。 

 本報告書は、効果的な教育行政の推進に資するとともに、村民への説明責任を

果たしていくため、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の

規定に基づき、令和２年度の教育委員会の点検及び評価を行い、報告するもの

です。 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定に

より教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項

の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

 

大潟村教育委員会委員名簿（令和２年度在籍） 

R2.4.1～R2.9.23 

R2.9.24～R3.3.31. 

教育長 北林 强 － 

教育長職務代理 松雪 照美 R2.9.23 退任 

委 員 近藤 守夫 － 

委 員 森本 哲哉 － 

委 員 宮崎 和子  

教育長 北林 强 － 

教育長職務代理 近藤 守夫 － 

委 員 森本 哲哉 － 

委 員 宮崎 和子 － 

委 員 清塚 砂恵子 R2.9.24 就任 
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令和２年度 教育委員会関係会議の開催状況 

･教育委員会 定例12回 

 

令和２年度 教育委員会関係会議の審議状況 

毎月月末を目処に教育委員会定例会を開催し、規則等の制定改廃審議や職員人事、教育関

係予算、附属機関の委員の委嘱等について審議を行いました。(参照:審議案件等一覧) 

 

令和２年度 教育委員会審議案件等一覧 

第4回定例教育委員会(開催日:R2.4.28) 

番  号 案         件 

無し － 

 

その他の主な報告・協議事項について 

・新型コロナウイルス感染拡大に伴う臨時休業、学校再開後の感染症対応

等について 

 

 

第5回定例教育委員会(開催日:R2.5.29) 

番  号 案         件 

議案第9号 令和2年第3回(6月)大潟村議会定例会に提出する令和2年度一般会計補正

予算案 

 

その他の主な報告・協議事項について 

・学校、教育委員会事業における新型コロナウイルス対応について 

・学校で発生した事故について 

 

 

第6回定例教育委員会(開催日:R2.6.29) 

番  号 案         件 

議案第10号 

 

令和2年第4回(7月)大潟村議会定例会に提出する令和2年度一般会計補正

予算案 

 

その他の主な報告・協議事項等 

・病弱な生徒の対応について 

・大潟村ボートセンターの村民利用について 
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第7回定例教育委員会(開催日:R2.7.30) 

番  号 案         件 

議案第11号 

報告第1号 

令和3年度使用中学校教科用図書の採択について 

令和2年第4回(7月)大潟村議会定例会に提出した令和2年度一般会計補正

予算について 

 

その他の主な報告・協議事項等 

無し 

 

 

第8回定例教育委員会(開催日:R2.8.28) 

番  号 案         件 

議案第12号 

 

令和2年第6回(9月)大潟村議会定例会に提出する令和2年度一般会計補正

予算案 

 

その他の主な報告・協議事項等 

無し 

 

 

第9回定例教育委員会(開催日:R2.9.29) 

番  号 案         件 

無し － 

 

その他の主な報告・協議事項等 

・教育長職務代理者の指名について 

・小中学校修学旅行の行き先変更、実施時期延期について 

 

 

第10回定例教育委員会(開催日:R2.10.28) 

番  号 案         件 

無し － 

 

その他の主な報告・協議事項等 

・小中学校修学旅行の行き先変更、実施時期延期について 
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第11回定例教育委員会(開催日:R2.11.30) 

番  号 案         件 

議案第13号 

 

議案第14号 

 

令和2年第9回(12月)大潟村議会定例会に提出する令和2年度一般会計補正

予算案 

大潟村議会に提出する令和元年度大潟村教育委員会点検・評価報告につい

て 

 

その他の主な報告・協議事項等 

・子どもの遊び場に関する意見交換会について 

 

 

第12回定例教育委員会(開催日:R2.12.28) 

番  号 案         件 

議案第15号 

 

大潟村立小中学校管理規則及び大潟村立大潟こども園設置条例施行規則

の一部を改正する規則案 

 

その他の主な報告・協議事項等 

・子どもの遊び場に関するワークショップについて 

・村内で新型コロナウイルス感染者が発生したことに伴う園・学校の対応

について 

・学校給食に対する保護者からの意見について 

 

 

令和3年第1回定例教育委員会(開催日:R3.1.28) 

番  号 案         件 

無し － 

 

その他の主な報告・協議事項等 

・子どもの遊び場に関する検討状況について 

・不登校対応している生徒について 

・学校での新型コロナウイルス対策について 
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第2回定例教育委員会(開催日:R3.3.1) 

番  号 案         件 

議案第1号 

議案第2号 

 

議案第3号 

 

令和3年度県費負担教職員の人事異動(内申) 

令和3年第1回(3月)大潟村議会定例会に提出する令和2年度一般会計補正

予算案 

令和3年第1回(3月)大潟村議会定例会に提出する令和3年度一般会計当初

予算案 

 

その他の主な報告・協議事項等 

・ICTを活用した授業改善支援事業について 

・GIGAスクール環境整備事業の進捗状況について 

・令和2年度のコミュニティ・スクールの取り組みについて 

 

 

第3回定例教育委員会(開催日:R3.3.29) 

番  号 案         件 

議案第4号 

議案第5号 

議案第6号 

大潟村干拓博物館協議会委員の委嘱 

大潟村スポーツ推進委員の委嘱 

大潟村教育委員会職員の任免 

 

その他の主な報告・協議事項等 

・デンマークボートチームのオリンピック事前合宿について 

・学校給食に対する保護者からの意見について 

 

教育委員会議以外の活動状況 

教育委員は、定例教育委員会への出席以外に、学校訪問、各種行事等について出席してい

ます。 

(1)各種協議会及び審議会 

青少年育成村民会議、男女共同参画推進委員会、男鹿・潟上・南秋田地区教科用図書採

択地区協議会等へ出席しています。 

(2)学校訪問 

学校等を訪問し、校園長から園・学校経営方針の説明を受ける他、必要に応じて学校を

訪問しています。 

(3)各種行事 

例年であればこども園の入卒園式、学校の入学・卒業式や運動会、学習発表会など、学

校毎の各種行事に参加しています。また、成人式や出初め式などの村行事にも出席してい

ましたが、令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、多くの行事への参

加が取り止めとなりました。 
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教育委員会関係事業の実施状況及び評価 

Ⅰ．乳幼児保育及び幼児教育・学校教育の充実 

保育や教育の多様化に対応するため、幼保の一体的運営による幼児教育の推進並びに、小中連携による

学校教育活動の一層の推進と教育及び設備の整備を行いました。 

総合･･･AA（計画以上） A（計画通り） B（遅れている） C（未実施） D（新型コロナウイルス感染拡大の影響によ

る事業の中止、その他の理由による事業の中止等） 

 

１．園小中連携教育の推進 

主な事務事業名 評価（結果・成果・課題等） 総合 

(1)大潟村連携教育推進

事業 

「大潟村園小中連携教育推進計画（大潟村連携教育）」の実施によ

り、「確かな学力」の養成を重視し、社会変化に柔軟に対応できる能

力や、心豊かでたくましい人づくりと、村の特色ある学校経営・園経

営を行い、個々に応じた指導体制の推進を図り、こども園から中学校

までの一貫した教育の提供に努めた。また、教職員の資質向上にも寄

与している。 

令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響を鑑み、会議を一

部書面開催とし、公開授業研究会を全体でおこなうなど、感染拡大防

止に配慮し事業を実施した。 

 

№ 内  容 開催回数 

1 大潟村連携教育推進協議会 (書面開催) 年 2回(※) 

2 公開授業研究会 年 1回 

3 各連携小部会 随時 

4 教職員研修会 年 1回 

5 運営委員会 年 2回 

                  

Ａ 

 

２．教育施設の整備充実 

主な事務事業名 評価（結果・成果・課題等） 総合 

(1)施設等整備事業 ①施設整備関係 

【こども園】 

園舎西側の松を伐採・中切り剪定し、園庭の採光を確保した。 

【小学校】 

校舎の維持補修として、機械室の三方弁(暖房)の更新、掲示板

増設、校長室カーテン・小体育館暗幕の取り付け、排水管洗浄等、

学校の施設・設備の適切な維持管理に努めた。 

【中学校】 

校長室カーテンの取り付け、トイレ壁紙補修、旧掲揚塔撤去工

事を行い、学校の施設・設備の適切な維持管理に努めた。 

 

 

 

Ａ 
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主な事務事業名 評価（結果・成果・課題等） 総合 

②備品購入 

【こども園】 

オゾン発生器・パーテーション・紅白幕・ベビーカー等を購入

し、充実した保育活動のための環境を整えた。 

【小学校】 

校長室用応接セットと職員室用椅子の更新、噴霧器、紙折機等の

管理用備品、及び各教科の教材・教具、図書館用図書等の教育用備

品を購入し、充実した教育活動のための環境を整えた。 

【中学校】 

職員室用椅子の更新、各教科の教材・教具、図書館用図書等の教

育用備品を購入し、充実した教育活動のための環境を整えた。 

 

(2)学校園建物総合管理

事業 

園・小・中の建物及び設備の保守・点検・清掃等を、1業者に委託

し、年間を通して総合的な管理を委託した。 

施設等の管理を総合的に行っていることから、更新・修繕等が必要

な状況を的確に把握することができ、計画的な施設・設備の維持補修

をすることができた。 

 

Ａ 

(3)GIGA スクール環境整

備事業 

 国の GIGAスクール構想を踏まえ、国の補助金と交付金を活用して

児童・生徒 1人に 1台のタブレット端末を配備した。またこれに伴い

必要となる電子黒板や教員の授業用ノートPC、遠隔授業用Webカメラ、

充電保管庫等を整備した。 

【環境整備(備品購入)の内容】 

タブレット端末 181台、タブレット端末充電カート 3台、電子黒

板 8台、教員授業用ノート PC7台、webカメラ 2台 

 

Ａ 

(4)学校保健特別対策事

業 

 コロナウイルス感染症対策を実施しながら、児童・生徒・教職員が

安全に、安心して学校活動を継続していく為、国の補助金を活用し、

感染症対策に必要な消耗品類や備品を購入した。また、臨時休業時に

も学習の機会が保障されるよう、遠隔授業実施体制を整えるために必

要な備品を購入した。 

【購入品の主なもの】 

感染症対策に係る消耗品（マスク、消毒液、ハンドソープ等） 

サーモカメラ、実物投影機、webカメラ・三脚、移動式五線白板、

気化式冷風機 

 

Ａ 

 

３．国際化時代に対応した人材育成 

主な事務事業名 評価（結果・成果・課題等） 総合 

(1)英語活動支援事業 

(小学校) 

英語のみで行われる独自の英語教育プログラムを実施することで、

楽しみながら英語を習得する環境を整えることができた。 

小学校 5･6年生で外国語が教科になったことを踏まえ、これまでの

Ａ 
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主な事務事業名 評価（結果・成果・課題等） 総合 

学年に応じたプログラムを見直して実施したことで、スムーズに中学

校の英語へとつなぐことができた。 

 

(2)外国語指導助手招致

事業 

 

中学校の英語授業の指導の他、週に１回こども園で英語に触れる活

動を行った。また、住民が主体となった地域との交流として、公民館

で定期的に開催される英会話教室の講師を務めた。 

 

Ａ 

(3)大潟村子ども海外研

修事業 

 平成 29年度をもって韓国との交流が終了し、平成 30年度より新た

な交流先の調査を行っている。調査は平成 30年から 3年ほどの予定

であるが、令和２年度は新型コロナウイルスの影響で、事業を実施で

きなかった。今後も継続して調査・検討を進めていく。 

 

Ｄ 

 

４．特別支援教育の充実 

主な事務事業名 評価（結果・成果・課題等） 総合 

(1)学習生活支援員配置

事業 

 園や学校生活において支援を必要とする園児、児童、生徒に対し、

学習生活支援員を配置することで、個々の実態や保護者の願いに応じ

たきめ細やかな支援を行った。 

 

園・校種 配置数 

こども園 2名 

小学校 5名 

中学校 2名 

【課題】：支援を必要とする園児、児童及び生徒の基準や配慮につい

て十分な検討が必要である。 

 

Ａ 

 

５．課外・校外活動の充実 

主な事務事業名 評価（結果・成果・課題等） 総合 

(1)児童・生徒派遣費補

助金 

各種大会への参加に伴う交通費等経費の一部を補助し保護者の負

担軽減を図った。（バレーボール部の休部、コロナウイルス感染症拡

大の影響による大会規模縮小等により、補助額は減額となった。） 

 

Ａ 

(2)総合的な学習推進事

業 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、中学校 2年生の修学旅

行を R3年度に延期したため、R2年度は、県内日帰り校外学習を実施

した。感染症の影響を受けながらも、移動中や移動先での感染対策を

徹底し、県のバス補助金を活用するなど工夫をして、中学校の全ての

学年で内容の充実した校外学習を実施することができた。 

 

Ａ 
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６．子育て支援の充実 

主な事務事業名 評価（結果・成果・課題等） 総合 

(1)子育て支援センター 

事業 

子育て家庭及びこれから子育てを始める家庭に対する育児不安等

についての相談指導、保育サービスの情報提供、子育てサークル等の

育成・支援など、子育てに関する一元的な施策の実施により、子育て

家庭に対する育児支援の充実を図った。センターには子育て中の親子

や妊婦などが集い、多くの交流を生むことができた。また、月２回の

行事では、子育てサポーター（アリスの会）からサポートをしていた

だき、参加者が参加しやすい環境を作ることができた。令和２年度は

新型コロナウイルスの影響により、一部規模を縮小し事業を実施し

た。 

 ○延べ利用者数  2,112名 

 

Ａ 

(2)季節保育事業 

 

現在実施している一時預かり事業の枠を拡大するとともに、在園児

を含め土曜日の 1日保育を実施するなど、春と秋の農繁期の保育ニー

ズに応えた。 

農繁期の保育ニーズに応えるため、5月及び 9月後半～10月前半に

1号認定子どもの土曜保育を実施した。 

○幼稚園型預かり保育 7人 一般型預かり保育 185人 

 

Ａ 

(3)在宅子育て支援事業 こども園に入園していない子どものいる世帯に対し、こども園の一

時預かり保育利用券および在宅子育て応援商品券（１人につき月１万

円分）を配布し、在宅子育て支援に努めた。 

※対象者数 41人 

種類 配布枚数 利用枚数 利用率 

一時預かり保育利用券 1,341枚 681枚 50.8% 

在宅子育て応援商品券 4,010枚 3,940枚 98.3% 
 

Ａ 

(4)放課後児童クラブ事

業 

保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生を対象に、放課後の

適切な遊びや生活の場を提供し、児童の健全な育成を図った。 

登録児童数 延べ利用人数 

58名 4,670人 
 

Ａ 

 

７．食育の推進 

主な事務事業名 評価（結果・成果・課題等） 総合 

地産地消給食の推進 地産地消の推進の為、学校給食に大潟産の食材を使用し、その経費

の一部を公費で負担した。 

なお、野菜類(野菜 15 品目、米は除く)の地場産利用割合について

は、秋田県産が 49.1%で前年に比べ 1ポイント下回りほぼ現状を維持

した。R2年度県平均比では 27.5ポイント上回った。村産に限っては

46.4%で、前年比 5.6 ポイント上昇した。これは、学校栄養士による

メニューの工夫や野菜納入業者との連携強化が要因と考えられる。 

 

Ａ 
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８．学校と地域の連携・協働の推進 

主な事務事業名 評価（結果・成果・課題等） 総合 

(1)地域人材活用事業 学習サポートコーディネーターが調整役となって、園小中のスポー

ツ、文化活動、総合的な学習や正課クラブなどに地域住民を指導者と

して招き、地域住民とのふれあいを通して学んだ。 

R2年度は新型コロナウイルスの影響から、上半期は地域と学校との

協働活動を例年並みに実施することができなかった。 

下半期は一様に事業を中止せず、県内の感染状況をみながら、感染

対策の工夫をして、できる限り実施するよう努めた。 

 

Ａ 

コミュニティ・スクール

推進事業 

新型コロナウイルスの感染状況を鑑み、延期していた上半期の園・

小の公開保育・授業を、12月の中学校の授業公開の機会に、3校園が

同時公開する形で実施した。CSと連携教育を融合させた村独自の取り

組みは前年度に始まったばかりであり、継続して実施することの重要

性を考え、3校園同時公開することで 3密をできるだけ回避する形で、

校園の理解を協力のもと、保育・授業参観を行うことができた。 

参観した CS 委員からは様々な意見が寄せられ、各校園の学校運営

に活かされている。また、同日行われた熟議では、「潟っ子のインタ

ーネット事情」をテーマに、家庭、地域、学校がそれぞれの立場で感

じている子どものインターネットに関わる事について話し合われ、課

題を共有することができた。 

 

Ａ 
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Ⅰ．社会教育の充実 

 生涯学習のより一層の充実をめざし、学社連携のもとに地域を担う青少年活動を促進し、生涯学習の拡充

と醸成に努めました。また、学習環境並びに施設の整備充実を図りました。 

総合･･･AA（計画以上） A（計画通り） B（遅れている） C（未実施） D（新型コロナウイルス感染拡大の影響によ

る事業の中止、その他の理由による事業の中止等） 

 

１．家庭教育支援事業 

主な事務事業名 評価（結果・成果・課題等） 総合 

(1)子育てサポーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館講座等の参加者が託児を希望する場合に、ボランティアとし

て託児を引き受け、参加促進と情報交換等の機会が確保できるようサ

ポートした。 

 

№ 事業名 回数 託児 ｻﾎﾟｰﾀｰ 

1 潟っ子広場 3回 22名 12名 

2 家庭教育学級 3回 14名 10名 

3 さくらんぼクラブ 4回 39名 8名 

4 
子どもの遊び場ワークショ

ップ 
2回 2名 4名 

5 フレッシュミズ 2回 10名 4名 

計 14回 87名 38名 
 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)家庭教育学級 

 

未就学児を持つ保護者・その他子育てに関心のある方を対象に開催

した。参加者同士、子育てについて学習し、情報交換を行いながら交

流できた。 

 

《乳幼児編》 

№ 月日 会議等名 参加数 

1 7/2(木) 講話 

「子育て中の感染症対策」 

講師 佐々木 久美子氏 

4名 

(託児 4名) 

2 9/25(金) 潟っ子広場・さくらんぼク

ラブ共催 足育講座 

講師 坂井 梨絵 氏 

15名 

(託児 6名) 

3 11/3(火) 

 

 

親子でおうちパンと絵本

の読み聞かせ 

講師 佐藤 恵里 氏 

16組 

(託児 4名) 

4 2/27(土) ジオパークスイーツ作り 

講師 菊池 光和 氏 

16組 

(託児なし) 

  計 19名 

32組 

(託児 14名) 

 

【課題】乳幼児をもつ保護者のニーズに合わせた教室の開催。 

Ａ 
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主な事務事業名 評価（結果・成果・課題等） 総合 

《小中高編》 

№ 月日 会議等名 参加数 

1 7/9(木) 料理教室「成長期のスポーツ選手

の食事」 

講師：長嶋 智子 氏 

12名 

2 1/21(木) 講話「子どもが分かりやすい収納

の仕組みづくり」 

講師：近 千穂 氏 

4名 

3 2/18(木) 「アロマワックスサシェ作り」 

講師：森沢 愛理 氏 

10名 

  計 26名 

 

【課題】新規家庭教育学級生の確保。 

 

 

２．各種学級講座開設事業 

主な事務事業名 評価(結果・成果・課題等) 総合 

(1)高齢者学級 老人クラブの方々を中心とした高齢者を対象に、講話や映画鑑賞な

ど、楽しんで参加できる内容を企画し、実施した。 

 

№ 月日 内  容 参加数 

1 11/26(木） ① 花壇清掃 

② 映画鑑賞 

100名 

2 1/14(木) 免疫力を高めるコツ～ストレ

ッチと体操～ 

場所：ふれあい健康館 

講師：齊藤 明裕 氏 

中止 

  計 100人 
 

Ａ 

(2)成人文化講座  村民を対象に、歴史や文化・音楽に触れ、生活を豊かにするための

見聞を広め、交流を図ることを目的に移動研修を実施した。 

 

№ 月日 研修先等 参加数 

1 6/30（日） ジオパークウォーキング 中止 

2 7/20(火) わらび座観劇 中止 

3 2/24（水） 「ストレッチポール」 11名 

  計 11名 

 

【結果】新型コロナ感染拡大に伴い、今年度は１度のみの開催と 

なった。 

 

Ａ 
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主な事務事業名 評価(結果・成果・課題等) 総合 

(3)公民館講座 村民の要望や時節の話題などに合わせ、下記の講座を開催した。 

 

№ 月日 講  座  名 人数 

1 

7/15(水) 

7/29(水) 

8/26(水) 

ヨガ教室 のべ 37名 

2 
7/23(木) 

11/26（木） 

スイーツデコ教室（親子向け） 

    〃   （大人向け） 

15組 

6名 

3 

7/30（木） 

10/18（日） 

11/25（水） 

3/14（日） 

国際理解講座 のべ 68名 

4 7/ 7（火） 寒天料理教室 12名 

5 
9/1（火） 

12/15（火） 

レパートリーを増やそう！ 

野菜の料理教室 
のべ 33名 

6 11/12(木) イタリア料理教室 6名 

7 12/9(水) 男の料理教室 7名 

8 1/26(火) 癒やしの手作り教室 5名 

9 2/9（火） おうちパンレッスン 7名 

10 2/16（火） エコクッキング 12名 

  計 のべ268名 

【課題】今後も参加しやすい日時の設定、参加者のニーズに沿った講

座を組み立て、学習支援をしていく必要がある。 

 

Ａ 

（4）支援講座 公民館主催講座で習ったことを引き続き学んでいきたいと考える方

々の学習を支援する形で教室を開催した。 

 

№ 月日 講  座  名 人数 

1 

 

10/30(金) 

11/11(水) 

12/16(水) 

2/12（金） 

2/16（金） 

3/5（金） 

3/19（金） 

 

 

 

ヨガ教室 

 

   

 

 

 

のべ 

 152名 

2 12/18(金) 
お正月アレンジメント 

教室 
19名 

  計 のべ 

172名 

【成果】村民や各種団体等の学びたいという要望に臨機応変に応え、

生涯学習の支援に取り組むことができている。 

 

Ａ 
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３．ふるさと活動の推進 

主な事務事業名 評価(結果・成果・課題等) 総合 

(1)花いっぱい運動 各住区自治会が実施する住区花壇にサルビアを植える「花いっぱい

運動」の花苗購入費を助成し、事業を支援した。 

 

【課題】事業の目的や意義を引き続きＰＲしていく必要がある。 

 

Ａ 

(2)成人式 新型コロナウイルス感染拡大状況を踏まえ、成人式実行委員の意見

を聞き、中止を決定した。 

 

○令和 2年度成人式対象者 

H11年4月2日～H12年4月1日生まれの村民(大潟中卒業生38名） 

○中止までの経緯 

令和 2年 8月 12日（水）延期 

令和 3年 1月 3日（日）延期 

令和 3年 8月 12日（木）中止 

 

Ｄ 

(3)全村盆踊り  ○日にち  令和 2年 8月 コロナ禍により中止 

 ○場 所  商店街 

 

Ｄ 

(4)冬季ふるさと祭り  ○日にち  令和 3年 2月 7日（日）コロナ禍により中止 

 ○会 場  村民体育館 

 

【代替事業】ＬＥＤイルミネーションの設置 

コロナ禍により多くの人が集まるイベントが中止となっているな

か、屋外で密にならず子供から大人まで喜ばれるイベントとして老

人クラブの柿の木を借用し、約 250ｍに 13,600球の LEDイルミネー

ションを設置した。12月 23日～2月中旬 

※以後の設置撤去は青年会事業として継続実施。 

 

Ａ 

 

４．児童健全育成事業 

主な事務事業名 評価(結果・成果・課題等) 総合 

(1)子ども会育成事業 子ども会が実施する事業を支援し、子どもたちが様々な体験をでき

るよう支援する事業計画であったが、新型コロナウイルス感染拡大の

影響により、全て中止となった。 

 

№ 開催月日 事 業 名 場所 人数 

1 8月 社会見学  中止 

2 9/10(木) ちびっ子奉納相撲大会 村内 中止 

3 2/7(日) ふるさと祭り 村内 中止 

  

Ｄ 
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主な事務事業名 評価(結果・成果・課題等) 総合 

(2)きらきら塾 

(放課後子ども教室事

業) 

新型コロナウイルス感染拡大の影響から、7事業が中止となったが、

その他は村内の色々な団体の協力を得て、土日などの休日に子どもた

ちに様々な体験活動の機会や場を提供し、心身ともに健全な子どもの

育成に努めた。 

 

月 事業名 担当団体名 人数 

6 

キャンプ 
 
おおがたむらのいきもの
かんさつ 

子ども会育成連絡協
議会 
大潟の自然を愛する
会 

  
 
中止 

 

7 サイエンス教室 運空稲地会 5名 

8 

工作教室 
えいごであそぼう！ 
スケッチ教室 
相撲教室 

生涯学習奨励員 
森田 千尋 氏 
鎌田 俊夫 氏 
大潟村相撲連盟 

19名 
15名 
23名 
中止 

9 
プロペラ飛行機を飛ばそ
う 

大潟の自然を愛する
会 

中止 

10 
押し花教室 
ハロウィンパーティー 
きらきら登山 

押し花教室 
森田 千尋 氏 
山友会 

13名 
35名 
15名 

11 

炭焼き体験 
クリスマスランタンをつ
くろう 
リサイクルカード作り 
クリスマスデコレーショ
ンづくり 

木炭水質浄化研究会 
大潟共生自然エネル
ギー 
生活学校 
生態系公園 
 

16名 
19名 

 
3名 
11名 

12 
スケート教室 
 
七宝焼き（2部制） 

子ども会育成連絡協
議会 
七宝焼き同好会 

中止 
 

20名 

1 
お茶会 
お話しひろば・昔っこ遊
び 

裏千家お茶愛好会 
図書ボランティア 

中止 
中止 

2 ニュースポーツ スポーツ推進委員 19名 

3 
人形劇 人形劇同好会「八郎」 中止 

 計  計 213名 

 

【課題】マンネリ化している事業や団体の高齢化に伴い、内容の工夫、

新たな団体に参入してもらい隔年実施にするなど対策をし

ていく必要がある。 

 

Ａ 
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５．社会教育関係団体の育成 

主な事務事業名 評価(結果・成果・課題等) 総合 

(1)各種団体補助金 

 

各社会教育団体の自主的活動を助長することを目的とし、会の運営

など事業に対し補助金を交付した。 

 

№ 補  助  金  名 決算額 

1 青年会補助金 90千円 

2 フレッシュミズ補助金 90千円 

3 婦人会補助金 170千円 

4 耕心会補助金 170千円 

5 子ども会育成連絡協議会補助金 87千円 

6 芸術文化協会補助金 395千円 

7 ＰＴＡ推進活動費補助金 90千円 

8 高校生をもつ保護者の会補助金 90千円 

 計 1,182千円 
 

Ａ 

(2)社会教育団体リーダ

ー研修等並びに社会教

育委員研修 

令和 2年度は隔年（偶数年）で行われるリーダー研修の実施年。 

なお、社会教育委員研修も隔年（奇数年）で実施しており、令和２

年度は実施なし。 

○リーダー研修（コロナ禍のため令和３年に延期） 

 

Ｄ 

 

６．社会教育施設・備品の整備充実 

主な事務事業名 評価(結果・成果・課題等) 総合 

(1)施設の補改修 主に施設設備の改修を行った。 

 

№ 時期 名  称 内   容 

1 4/23~11/24 
公民館前階段部分修繕

工事（北側・南側） 
階段の再設置 

2 4/27~6/12 
公民館エアコン改修工

事（調理室・大集会室） 
エアコン改修 

3 12/28~1/29 
事務室西側エアコン更

新工事 
エアコン改修 

 

【課題】建物の老朽化により雨漏りや設備の不具合が頻繁に発生し、

その都度、必要最小限の対応をしている。大規模修繕は年次計画を

もって更新作業に取り組む必要がある。 

 

Ａ 

(2)図書の購入 村民の要望に応じ、月毎に新刊図書を購入した(111冊)。 

 

Ａ 

(3)備品購入 更新が必要とされる備品を購入した。 

・会議用テーブル２台 

・桶胴太鼓１台 

 

Ａ 
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７．東京オリンピックボート事前合宿･ホストタウンを活かした地域活性化の推進 

主な事務事業名 評価(結果･成果･課題等) 総合 

(1)ホストタウン推進事

務事業（ホストタウン） 

 

 

デンマークとのホストタウン事業を推進するため、新しく着任した

デンマーク大使の来村対応のほか、次年度に延期となった合宿に関す

る打合せを行った。 

 また、事前合宿受け入れの機運醸成のため、ホストタウンとなって

いるデンマークの美しい建物と大潟村の風景を切手にしたホストタウ

ンフレーム切手を作成し各種大会の景品として活用した。 

（旅費） 

・デンマーク大使館来村随行者対応と合宿関係打合せ 

（需用費） 

 ・ホストタウンフレーム切手の製作 

 

Ａ 

 

 

(2)教育交流推進事業（ホ

ストタウン） 

 

 

大潟中学校生徒をデンマークへ派遣し、現地学生等との交流を通じ、

コミュニケーション能力を高め国際感覚の醸成と豊かな人間性や広い

視野を育み人材育成につなげることとしていたがコロナ禍により中止

した。 

 

Ｄ 

 

 

 

(3)文化交流等促進事業

（ホストタウン） 

村民がデンマークに対する理解を深められるよう、同国の文化等を

学べる機会を創出し、来日時の歓迎体制を構築した。 

 〇クリスマスキャンドルづくり教室の開催 

 開催時期 11月25日 

 開催場所 大潟村公民館 

 参加人数 20名 

 

Ａ 

(3)社会教育団体の支援 

（バス研修事業費補助

金） 

生涯学習バスの廃止に伴い、平成 26年度からバスを借り上げて研修を

行った社会教育団体に補助金を交付した。 

〇補助範囲   バス借り上げ料の 2/3 

〇利用回数   1団体あたり 8回まで ※スポ少は 6回まで 

〇補助上限額  9万 3千円 ※1泊 2日を超える場合 18万 6千円 

 

NO 団体名 利用回

数 

補助額累計 

1 NPO法人スポーレおおがた 7 682千円 

2 OGATA SMILE MUSIC CLUB 3 69千円 

3 グラウンドゴルフ愛好会 2 152千円 

4 ｼﾞｭﾆｱｽｷｰｽﾎﾟｰﾂ少年団 2 201千円 

5 大潟村耕心会 1 108千円 

6 大潟村婦人会 1 92千円 

7 大潟村複合スポーツ少年団 1 108千円 

 合計 17回 1,142千円 
 

Ａ 
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主な事務事業名 評価(結果･成果･課題等) 総合 

○デンマークデザインスケッチ教室の開催 

開 催 日  令和3年3月14日 

講  師  鎌田俊夫 

参加人数  15名 

内  容   デンマーク大使館より調度品を借用し画題とした 

 

(4)スポーツコミッショ

ンおおがた活動支援事業

（地方創生） 

 スポーツコミッションおおがたの自立に向けた育成・支援を目的と

し、専用ホームページの開設やスポーツ教室・体験イベント等の開催

を委託した。 

（旅費） 

 ・コロナ禍により合宿誘致活動はできなかった。 

（委託費） 

 ・専用ホームページを制作し、スポーツコミッションおおがたの活

動を周知した。 

 ・スポーツ教室は、陸上・水上スキー・冬場の体力づくり教室のほ

かトレーニングルーム利用者講習会を開催した。 

（補助金） 

 ・スポーツガイド養成講習会への参加、事務消耗品 

 

Ａ 

(5)デンマークボートナ

ショナルチーム事前キャ

ンプ受入事業（県） 

 新型コロナウイルス感染拡大による東京オリンピック１年延期に伴

い、デンマークチームの事前合宿も延期となりました。 

 2020年度は、事前合宿の拠点となるボートセンター周辺を整備した

り東京オリンピック公式ライセンス商品を購入したりし、次年度に向

けた応援体制の整備に努めた。 

 ・公式ポロシャツ300枚、PRのぼり100枚、雑木等周辺整備 

 

Ａ 

(6)オリンピック・パラリ

ンピック聖火リレー等開

催事業 

新型コロナウイルス感染拡大による東京オリンピック１年延期に伴

い、聖火リレーも延期となった。 

 大潟村よりも先行して行われる聖火リレーのコロナ対策を学ぶため

、福島県の三島町と本宮市を視察した。 

【聖火リレー】 

 2020年度 延期 6月10日 10：16～10：52 

 2021年度 開催 6月 9日 10：46～11：21 

【パラ採火】 

 2020年度 開催 8月16日 12：00～13：00 

 2021年度 開催 8月16日 10：00～10：30 

 

Ａ 
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Ⅱ．文化活動の推進 

 村民の心の豊かさを育む文化活動の高揚を助長するため、自主的芸術文化活動への支援と推進に努めまし

た。 

総合･･･AA(計画以上) A(計画通り) B(遅れている) C(未実施) D(新型コロナウイルス感染拡大の影響による事業の

中止、その他の理由による事業の中止等) 

 

主な事務事業名 評価(結果・成果・課題等) 総合 

(1)芸術文化協会補助金 芸文協加盟団体の啓発・連携と会員相互の親睦を図り、ふるさと意

識や郷土愛を育むとともに、芸術文化の発展と向上に努める活動を

支援した。 

 

 〇補助金額  395千円 

 〇加盟団体  30団体 

 〇加盟人数  285名 

 

Ａ 

(2)芸文祭の開催 芸文協が主催する「第 42回大潟村芸文祭」はコロナ禍により博物館

での展示のみの開催となった。 

 

 〇開催日  令和 3年 3月 1日(月)～7日(日) 

〇場 所  大潟村干拓博物館 

 

Ａ 
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Ⅲ．干拓博物館における教育普及活動の推進 

 村民と協働で農業・自然・環境・芸術文化等、様々な角度からの企画展示を行うとともに、企画展と連動

した博物館教室を実施しました。また、大潟村案内ボランティアの協力のもと、博物館及び学校教育の場で

ニーズに応じた様々な活動支援を行った他、各種企画展を開催し、ジオパークにおいては男鹿半島・大潟ジ

オパークの魅力を紹介し、認知度の向上を図りました。 

総合･･･AA（計画以上） A（計画通り） B（遅れている） C（未実施） D（新型コロナウイルス感染拡大の影響によ

る事業の中止、その他の理由による事業の中止等） 

 

１．企画展、博物館教室・講座等の実施 

主な事務事業名 評価（結果・成果・課題等） 総合 

(1)企画展の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村民及び村内団体の協力のもと、企画展示を３回実施し、干拓地大

潟村の歴史・農業・自然・芸術文化を紹介した。 

 

№ 企画展名 実施時期 

1 

日本美術院 高橋孝正日本画展 春

夏秋冬大潟 ～大潟村入植50年院展

に夢をかけて～ 

延期 

2 企画展『自然と話す』 7/23～9/11 

3 
大潟村写真クラブ 40周年記念写真

展 
9/19～11/8 

4 大潟書道塾作品展 中止 

5 大潟村芸文祭創作作品展 3/8～3/31 
 

Ａ 

(2)博物館教室・講座等

の実施 

主に親子を対象とした参加・体験型の工作教室や自然観察会等を村

内団体と協働で実施予定であったが、全て中止となった。 

 

№ 内 容 時 期 人数 

1 親子科学工作教室 中止 －名 

2 
自然観察会「おおがたむらの

いきものかんさつ」 
中止 －名 

3 
自然観察会「田んぼ生きもの

観察会」 
中止 －名 

4 
工作教室「プロペラ飛行機を

飛ばそう！」 
中止 －名 

5 

冬鳥観察会 

「今季の暖冬を渡る野鳥、越

冬地の移り変わり最前線」 

中止 －名 

6 
工作教室「立体月齢早見盤を

つくろう！」 
中止 －名 

【課題】自然観察会では、毎年内容を変えるなどして、村民が関心を

持ち積極的に参加してもらえる工夫が必要。 

 

Ｄ 
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主な事務事業名 評価（結果・成果・課題等） 総合 

(3)ジオパーク関連事業 新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、予定していた令和２年

度の主な活動は中止となった。 

 

内 容 時期 

まるごと体験！あきたのジオパーク（秋田市） 中止 

大地を学ぼう！体験東北ジオパーク(宮城県) 中止 
 

Ｄ 

 

２．大潟村案内ボランティアの養成と活動の支援 

主な事務事業名 評価（結果・成果・課題等） 総合 

(1)案内ガイド 

 

 

 

大潟村案内ボランティアの会は、その認知度の向上と観光ニーズの

多様化に伴い、村の顔・歴史の語り部として欠かせない存在となって

いる。 

○案内活動実績(R2)37件 1,089人（R1）63件 1,107人 

 

Ａ 

(2)大潟村案内ボランテ

ィア事業/研修/学習会 

会員の意識や意欲が高く、大潟村の歴史を学ぶ公開講座を自主的に

企画開催し、研修等では非常に活発な意見交換が行われた。 

 

内 容 時期 人数 

【事業】 

G.W.村内バスツアー 

 

中止 

 

－ 

【研修/学習会等】 

活動休止 

案内ボランティアの会学習会 

男鹿ガイドの会合同勉強会 

 

4/1～6/18 

6/19 

11/1 

 

－ 

16名 

18名 
 

Ａ 

 

３．学校教育の支援 

主な事務事業名 評価（結果・成果・課題等） 総合 

(1)村内外の小中学校の

総合学習等 

博物館を利用した小中学校の総合学習が随時行われており、依頼に

応じて職員や案内ボランティアが学習支援に努めた。 

○案内活動実績： 22件 981人 

 

Ａ 
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Ⅳ．生涯スポーツの推進 

 生涯スポーツの振興を図るため、村民がスポーツに親しみ健康で心豊かな生活ができるよう各種大会・教

室等の開催と指導者の育成、体育施設の整備充実に努めました。 

総合･･･AA(計画以上) A(計画通り) B(遅れている) C(未実施) D(新型コロナウイルス感染拡大の影響による事業の

中止、その他の理由による事業の中止等) 

 

１．各種スポーツ事業の充実 

主な事務事業名 評価(結果・成果・課題等) 総合 

(1)各種スポーツ教室 

 

 

 

 

 

小中学生などを対象に下記の各種スポーツ教室を実施するとして

いたが、コロナ禍により、各種教室が中止となった 

 

教 室 名 実施予定時期 

ボート教室（中止） 6/17～9/25  12日間 

Jr水泳教室（中止） 7/23～7/27   5日間 

水上スキー教室（中止） 8/3 8/11    2日間 

小学生スキー教室（中止） R3/1/18 
 

Ｄ 

(2)各種村民スポーツ大

会 

各種村民スポーツ大会は 6 月下旬から翌年の 3 月中旬まで下記の

とおり大会を開催した。（新型コロナウイルスの影響により中止とし

た団体もあり） 

№ 村 民 大 会 名 開催日 参加人数 

1 村民グラウンドゴルフ大会  7/25 47名 

2 村民射撃大会 7/15 6名 

3 サマーレガッタ 中止 － 

4 村民登山 7/4 38名 

5 村民野球大会 中止 － 

6 村民水泳大会 8/5 33名 

7 村民ゴルフ大会 8/12 27名 

8 村民ソフトボール大会 8/22～23 8ﾁｰﾑ 120名 

9 村民駅伝大会 中止 － 

10 村民卓球大会 12/20 70名 

11 村民剣道大会 12/19 50名 

12 村民バレーボール大会 中止 － 

13 村民ボーリング大会 中止 － 

14 村民ソフトテニス大会 2/21 22名 

15 村民スキー大会 中止 － 

16 村民バドミントン大会 2/14 14名 

17 村民ミニテニス大会 中止 － 

 計  427名 
 

Ａ 
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主な事務事業名 評価(結果・成果・課題等) 総合 

(3)生涯スポーツ活動推

進事業 

 

 

 

 大会派遣費として全国大会への出場助成を行うこととしていた

が、コロナ禍により、各種大会が中止となり、選手を派遣する機会

がなくなった。 

 

【課題】大会派遣費においては、派遣者・団体が固定傾向にある。 

 

Ｄ 

(4)全国市町村交流レガ

ッタ派遣事業 

第 29 回全国市町村交流レガッタが鹿児島県薩摩川内で 9/26～27

日に開催されることとなっていたが、新型コロナウイルス感染拡大

防止の観点から中止となった。 

 

Ｄ 

 

２．社会体育指導者の育成・充実 

主な事務事業名 評価(結果・成果・課題等) 総合 

(1)スポーツ推進委員活

動の推進 

 

小学校の正課クラブ、各種大会への協力・出務、総合型地域スポー

ツクラブ(スポーレおおがた)への協力など、スポーツの振興に貢献し

た。しかしながら、例年、推進委員全員が県内、東北、全国のいずれ

かの研修に参加するように努めてきたが、Ｒ2年度は新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響でできなかった。 

 

教 室 名 実 施 時 期 等 延べ人数 

小学生正課クラブ（ス
ポーツ） 

6月～10月、全8 回 4年生以上 

※中学校ボート教室は中止 

Ａ 

 

３．スポーツ団体の育成 

主な事務事業名 評価(結果・成果・課題等) 総合 

(1)体育協会補助金 

(2)スポーツ少年団補助

金 

 

 

 

 

 

 

 

村民のスポーツ活動を支える体育協会及びスポーツ少年団の支援

を行った。体育協会補助金については、新型コロナウイルス感染拡大

に伴い各種大会中止により返納(100千円)。 

 

№ 補  助  金  名 決算額 

1 体育協会補助金 360千円 

2 スポーツ少年団補助金 600千円 

 計 960千円 
 

Ａ 

(3)総合型地域スポーツ

クラブ育成支援補助金 

 

地域住民による自主的・主体的な地域スポーツクラブの育成促進と

活動支援を強化するためにスポーツリーダーの育成を行った。 

 

○総合型地域スポーツクラブ育成支援補助金    1,908千円 

○R2年度会員数：家族会員 78世帯・個人会員 157名  

Ａ 
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４．体育施設の整備充実及び維持管理 

主な事務事業名 評価(結果・成果・課題等) 総合 

(1)各種スポーツ施設の

維持管理(委託) 

多目的運動広場や多目的グラウンド、ラグビー場、水上スキー場等

の管理を外部委託することにより経費の削減を図るとともに、より良

い環境の充実に努め、利用者に快適なスポーツ施設環境を提供するこ

とができた。 

  

Ａ 

(2)各種スポーツ施設の

維持管理(補修) 

 

 

体育館の誘導等・非常用器具補修など体育施設の維持補修等を行

い、機能維持及び利便性の向上に努めた。 

 

【課題】各施設の老朽化が顕著であり、今後も継続的な補修対応が求

められ、補修費の増額が懸念される。 

  

Ａ 

 

 


